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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ストロークの正確性に悪影響を与えることがな
いとともに、ゴミや水分が付着していても立ったままで
確実にゴルフボールを拾い上げることができるパターヘ
ッドを有するゴルフパターを提供する。
【解決手段】ホールカップに挿入可能な大きさを有する
パターヘッド２の底面１３に有底孔である保持孔５を凹
設したゴルフパターであって、底面１３上に形成された
保持孔５の開口面は、ゴルフボール２０の直径部位を開
口面付近の保持孔５の内側壁で押圧して挟持可能な大き
さを有し、保持孔５の深さは、ゴルフボール２０の半径
よりも長い。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ホールカップに挿入可能な大きさを有するパターヘッドの底面に有底孔を凹設したゴル
フパターであって、
　前記底面上に形成された前記有底孔の開口面は、ゴルフボールの直径部位を前記開口面
付近の前記有底孔の内側壁で押圧して挟持可能な大きさを有し、
　前記有底孔の深さは、前記ゴルフボールの半径よりも長いことを特徴とするゴルフパタ
ー。
【請求項２】
　前記パターヘッドは、平面視Ｄ型形状の外形を有し、
　前記有底孔の開口面は、目玉状に形成され、その目玉状の一側は、前記Ｄ型形状の外形
曲線に沿って僅か内側に形成され、
　前記ゴルフボールは、前記目玉状の開口面の中央部分にて前記有底孔の内側壁に挟持さ
れ、
　前記目玉状の開口面近傍の内側壁におけるゴルフボール挟持部位間の距離は、前記ゴル
フボールの直径より僅かに小さいことを特徴とする請求項１記載のゴルフパター。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ゴルフパターに関し、特に、ゴルフパターのヘッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ホールインしたゴルフボールをカップから取り出したり、練習グリーン上に
あるゴルフボールを拾い上げたりする動作は、腰をかがめるとともに、腕を下方に伸ばし
てゴルフボールを拾い上げる必要があるため、腰痛持ちや高齢者のプレーヤーにとっては
苦痛を伴う動作であった。また、腰痛持ちや高齢者のプレーヤーでなくても、腰をかがめ
てゴルフボールを拾い上げる動作を面倒に感じるプレーヤーも存在する。
【０００３】
　そのため、腰をかがめることなく、立ったままゴルフボールを拾い上げることができる
ゴルフパターが知られている（例えば、特許文献１、２参照）。このゴルフパターは、パ
ターヘッドの後部にゴルフボールを嵌合可能な貫通孔を形成し、この貫通孔をゴルフボー
ルに押し当てて、貫通孔の内周面がゴルフボールを保持することにより、立ったままでゴ
ルフボールを拾い上げるようにしている。
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－３０５１１９号公報
【特許文献２】特開２００１－２２４７１５号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、ゴルフパターの最も重要な機能は、グリーン上にあるゴルフボールを的確に
ヒットしてホールカップに入れる正確性にある。したがって、ゴルフパターには、当然の
こととして、パッティング時のストロークの安定性を高めることやフェース面の方向性を
高めることが求められている。
【０００６】
　しかしながら、上述したパターヘッドに貫通孔を形成したゴルフパターにおいては、ス
トローク時に、パターヘッドに形成された貫通孔より、グリーン上の芝が目に入るため、
ゴルフパターを正しい方向に向けることやゴルフパターを正しい軌道でストロークするこ
とに狂いが生じ、ゴルフボールを意図するところへヒットすることができない可能性があ
る。すなわち、この場合には、芝の形状や色など芝の状態は、場所が違えばすべて微妙に
異なっているため、ストローク中に目に飛び込むこの芝の状態の変化が、ストロークする
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前に決めたプレーヤーの感覚に微妙な変化を与え、ストロークの正確性を欠く要因になる
という問題がある。
【０００７】
　また、上述したパターヘッドに貫通孔を形成したゴルフパターにおいては、貫通孔の内
壁がゴルフボールの中心よりも上方位置の外周部分を保持しているので、ゴルフボールに
ゴミや水分が付着している場合には、保持力が十分でなく、場合によってはゴルフボール
を拾い上げることができないという問題もある。
【０００８】
　本考案は上記の事情を鑑みてなされたものであり、ストロークの正確性に悪影響を与え
ることがないとともに、ゴミや水分が付着していても立ったままで確実にゴルフボールを
拾い上げることができるパターヘッドを有するゴルフパターを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を達成するため、本考案は、その一態様として、ホールカップに挿入可能な
大きさを有するパターヘッドの底面に有底孔を凹設したゴルフパターであって、前記底面
上に形成された前記有底孔の開口面は、ゴルフボールの直径部位を前記開口面付近の前記
有底孔の内側壁で押圧して挟持可能な大きさを有し、前記有底孔の深さは、前記ゴルフボ
ールの半径よりも長いことを特徴とする。
【００１０】
　本考案の一態様のゴルフパターにおいては、パターヘッドにゴルフボールを挟持する孔
が開設されているが、貫通孔ではなく有底孔であるので、プレーヤーは、ストローク時に
孔を介してグリーン上の芝が目に入ることがない。したがって、本考案の一態様のゴルフ
パターは、ストロークの正確性に悪影響を与えることがない。
【００１１】
　また、有底孔の開口面は、ゴルフボールの直径部位を開口面付近の有底孔の内側壁で押
圧して挟持可能な大きさを有するとともに、有底孔の深さは、ゴルフボールの半径よりも
長いので、ゴルフボールを直径部位で確実に保持することができる。したがって、本考案
の一態様のゴルフパターは、ゴミや水分が付着していても立ったままで確実にゴルフボー
ルを拾い上げることができる。
【００１２】
　また、前記パターヘッドは、平面視Ｄ型形状の外形を有し、前記有底孔の開口面は、目
玉状に形成され、その目玉状の一側は、前記Ｄ型形状の外形曲線に沿って僅か内側に形成
され、前記ゴルフボールは、前記目玉状の開口面の中央部分にて前記有底孔の内側壁に挟
持され、前記目玉状の開口面近傍の内側壁におけるゴルフボール挟持部位間の距離は、前
記ゴルフボールの直径より僅かに小さいことを特徴とする。これにより、ゴルフボールが
ホールカップのどの位置にあっても、確実に挟持してゴルフボールを拾い上げることがで
きる。また、ゴルフボールを挟持した状態においては、目玉状の開口面の両端部には指が
入る隙間が形成されるので、挟持したゴルフボールを簡単に取り外すことができる。
【考案の効果】
【００１３】
　本考案によれば、ストロークの正確性に悪影響を与えることがないとともに、ゴミや水
分が付着していても立ったままで確実にゴルフボールを拾い上げることができるパターヘ
ッドを有するゴルフパターを提供することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本考案の実施の形態を図面を用いて説明する。
【００１５】
　図１は、本考案の実施の形態に係るゴルフパター１の外観斜視図、図２は、本考案の実
施の形態に係るゴルフパター１のパターヘッド２の平面図、図３は、本考案の実施の形態
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に係るゴルフパター１のパターヘッド２の背面図、図４は、本考案の実施の形態に係るゴ
ルフパター１のパターヘッド２の底面図である。また、図５は、図２のＡ－Ａ線に沿った
断面図であり、図６は、ホールカップ３０内において、ゴルフパター１の保持孔５にゴル
フボール２０を嵌め込んだ状態を模式的に示した平面図である。
【００１６】
　ゴルフパター１は、マレット型のヘッド形状を有するゴルフパターであり、図１に示す
ように、パターヘッド２と、一端がパターヘッド２に固定されたシャフト３と、シャフト
３の他端に固定されたグリップ４と、を備える。なお、以下においては、図１に示すよう
に、パターヘッド２のフェース面１１側（ゴルフボール２０の進行方向）を前、その反対
側を後、パターヘッド２のシャフト取付側を上、地面と接するソール側を下、ゴルフパタ
ー１を構えたときの手前側（ヒール）を左、先側（トウ）を右と称して説明を行う。
【００１７】
　パターヘッド２は、その外形が平面視Ｄ型形状を有し、上面１２には、図２に示すよう
に、３本の直線からなる目標線１５がフェース面１１に垂直に設けられているとともに、
底面（ソール面）１３には、図３及び図４に示すように、ゴルフボール２０を嵌合可能な
保持孔５が穿設されている。なお、パターヘッド２の大きさは、ホールカップ３０に余裕
（隙間）を持ってパターヘッド２を挿入することができる程度の大きさとなっている（図
６参照）。
【００１８】
　プレーヤーがパッティングする際には、この上面に設けられた目標線１５を利用して、
フェース面１１の方向を決定するとともに、ストローク軌道を決定する。すなわち、目標
線１５は、パッティングの正確性を高めるために形成されたものであり、パッティングの
方向や力加減を支援するツールとなっている。本実施の形態においては、目標線１５とし
て、フェース面１１に垂直な３本の直線を描いたが、目標線はこのデザインに限定される
ものではなく、他のデザインであってもよいのは勿論であり、円形状、Ｔ字状、矩形状な
どの目標線１５を上面に描くようにしてもよい。
【００１９】
　保持孔５は、図３及び図４に示すように、底面１３から凹設された有底孔であり、底面
１３に形成された開口面は、左右方向に長く前後方向に短い略目玉状をなしている。その
結果、保持孔５は、ゴルフボール２０の直径部位（ゴルフボール２０の表面上におけるゴ
ルフボール２０の直径Ｄの一端及び他端部分）を前後方向に対向する内側壁支持部１６及
び１７で挟持して、保持するようになっている。本実施の形態では、保持孔５の内側壁支
持部１６及び１７間の距離は、ゴルフボール２０の直径寸法（外径）よりも僅かに小さく
形成されているが、ゴルフボール２０は表面に僅かな弾力性を有しているため、ゴルフボ
ール２０をパターヘッド２の保持孔５で押圧することにより、ゴルフボールは若干縮んで
保持孔５に挿入され、保持孔に嵌合されるようになっている。
【００２０】
　また、保持孔５は、図５に示すように、ゴルフボール２０の上半球が完全に嵌り込む高
さ（深さ）を有している。すなわち、保持孔５の上下方向の深さは、ゴルフボール２０の
半径よりも長く形成されている。また、保持孔５の開口面付近の内側壁は、図５に示すよ
うに、開口面に略垂直な平面となっており、この平面上の内側壁支持部１６及び１７でゴ
ルフボール２０の直径部位を挟持するようになっている。
【００２１】
　なお、保持孔５の開口面周縁にはわずかな幅の面取り部１８が形成されているため、ゴ
ルフボール２０は、保持孔５に誘導され、スムースに保持孔５に嵌合されるようになって
いる。
【００２２】
　ここで、本考案の実施の形態に係るゴルフパター１の作用について説明する。ゴルフボ
ール２０がホールカップ３０に入ると、プレーヤーは、まずゴルフパター１のグリップ４
を持ち、図６に示すように、パターヘッド２をホールカップ３０に入れて、ゴルフボール
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２０の上方に保持孔５が位置するようにゴルフパター１を操作する。次いで、ゴルフボー
ル２０をパターヘッド２の保持孔５で押圧すると、ゴルフボール２０は保持孔５に挿入さ
れ保持されるので、その状態のままゴルフパター１のパターヘッド２を上方に持ち上げる
だけで、プレーヤーは腰をかがめることなく楽な姿勢でゴルフボール２０を拾い上げるこ
とができる。そして、プレーヤーはゴルフボール２０が保持された状態の保持孔５に手を
挿入してゴルフボール２０を保持孔５から取り出す。この際、本実施の形態では、図４に
示すように、保持孔５の開口面左右方向には充分な隙間が形成されているので、指を挿入
しやすくなっている。
【００２３】
　また、本実施の形態においては、図４に示すように、保持孔５の後方開口面をＤ型の曲
線形状に沿って僅か内側（約４ｍｍ）に形成しているので、図６（ａ）に示すように、ゴ
ルフボール２０がホールカップ３０の中央にある場合は勿論、図６（ｂ）に示すようにゴ
ルフボール２０がホールカップ３０の側壁付近にある場合であっても、確実にゴルフボー
ルを挟持して拾い上げることが可能である。すなわち、ホールカップ３０の側壁にパター
ヘッド２の曲面が形成された後方側面を沿わせて、保持孔５がゴルフボール２０を押圧す
れば、ゴルフボールは側壁から保持孔５方向に誘導されるので、保持孔５はゴルフボール
を保持することができる。
【００２４】
　勿論、上述した動作をホールカップ３０以外のゴルフボール２０に対して行ってもよく
、例えば、練習グリーン上のボール２０に対して、腰をかがめずに拾い上げるようにして
もよい。
【００２５】
　以上説明したように、本実施の形態に係るゴルフパター１によれば、パターヘッド２に
ゴルフボール２０を挟持する保持孔５を有底孔として形成しているので、プレーヤーは、
ストローク時に保持孔５を介してグリーン上の芝が目に入ることがない。この結果、本実
施の形態に係るゴルフパター１によれば、ストロークの正確性に悪影響を与えることがな
い。
【００２６】
　また、本実施の形態に係るゴルフパター１によれば、保持孔５の開口面は、ゴルフボー
ル２０の直径部位を開口面付近の保持孔５の内側壁で押圧して挟持可能な大きさを有する
とともに、保持孔５の深さは、ゴルフボール２０の半径よりも長いので、ゴルフボール２
０を直径部位で確実に保持することができる。この結果、本実施の形態に係るゴルフパタ
ー１によれば、ゴミや水分が付着していたとしても、立ったままで確実にゴルフボールを
拾い上げることができる。
【００２７】
　また、本実施の形態に係るゴルフパター１によれば、保持孔５の後方開口面をＤ型の曲
線形状に沿って僅か内側に形成しているので、ゴルフボール２０がホールカップ３０のど
の位置にあっても、確実に挟持してゴルフボール２０を拾い上げることができる。また、
保持孔５の開口面は、ゴルフボール２０を挟持した状態において目玉状の両端部に指が入
る隙間が形成されているので、挟持したゴルフボール２０を簡単に取り外すことができる
。
【００２８】
　さらに、本実施の形態に係るゴルフパター１によれば、パターヘッド２の上面１２に目
標線１５が描かれているので、目標線１５を利用して、フェース面１１の方向を決定する
とともに、ストローク軌道を決定することができるので、ストロークの正確性を向上させ
ることができる。
【００２９】
　なお、上記実施の形態のゴルフパター１では、パターヘッド２に穿設された保持孔５を
開口面において目玉状に形成したが、保持孔５の開口面における形状は目玉状に限定され
るものではない。また、保持孔５の深さ方向の形状も、図３及び図５に示す限りではない
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ば、保持孔５の形状はいかなる形状であってもよい。
【００３０】
　また、上記実施の形態のゴルフパター１においては、内側壁支持部１６及び１７でゴル
フボール２０を挟持するようにしたが、挟持する部位は２箇所に限定されるものではなく
、その数はいくつであってもよい。また、挟持する部位の形状も限定されず、点、線、面
のいずれで内側壁支持部を形成するようにしてもよい。
【００３１】
　以上、本考案の実施の形態について説明してきたが、本考案は、上述した実施の形態に
限られるものではなく、本考案の要旨を逸脱しない範囲において、本考案の実施の形態に
対して種々の変形や変更を施すことができ、そのような変形や変更を伴うものもまた、本
考案の技術的範囲に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本考案の実施の形態に係るゴルフパターの外観斜視図である。
【図２】本考案の実施の形態に係るゴルフパターのパターヘッドの平面図である。
【図３】本考案の実施の形態に係るゴルフパターのパターヘッドの背面図である。
【図４】本考案の実施の形態に係るゴルフパターのパターヘッドの底面図である。
【図５】図２のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図６】ホールカップ内において、本考案の実施の形態に係るゴルフパターの保持孔にゴ
ルフボールを嵌め込んだ状態を模式的に示した平面図である。
【符号の説明】
【００３３】
　　１　ゴルフパター
　　２　パターヘッド
　　３　シャフト
　　４　グリップ
　　５　保持孔
　　１１　フェース面
　　１２　上面
　　１３　底面
　　１５　目標線
　　１６，１７　内側壁支持部
　　１８　面取り部
　　２０　ゴルフボール
　　３０　ホールカップ
　　Ｄ　直径
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